
© 2022 Toshiba Development & Engineering Corporation

精密部品製造のAI検査システム

AI技術を実装した均一で高精度な自動検査システムによる、製品
品質の安定と不良品削減

自動車部品メーカー様向け 開発事例

自動化・省人化に貢献！エッジ側での高速画像処理、分析

活用前の
課題

お客様の
背景

当社採用の
決め手

活用後の
成果

【事業内容】
自動車・汎用機器等部品の製造

【背 景】
厳しい基準で実施される精密部品の品質検査。高精度な
検査を自動化したい

・人によってばらつきがある検査精度を均一化したい
・自動化により検査時間を短縮したい
・不良品を削減したい

課題の抽出時、潜在的なものまで明らかにすることができた。
それらを解決し、検査精度の均一化と検査時間の短縮が見
込める提案があった

・検査時間の短縮
・目視に頼らず均一化された検査精度
・製品品質の安定
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• ホームページからのお問い合わせ：https://www.toshiba-dme.co.jp/dme/contact/index.htm
• 電子メールでのお問い合わせ、当社メールマガジン購読申込：

DME-contact-us@ml.toshiba.co.jp
• ホームページ：https://www.toshiba-dme.co.jp
• 他の事例はこちら： https://www.toshiba-dme.co.jp/dme/catalog/list.htm

▼お問い合わせはこちら▼ ▼当社について▼

＊本資料の掲載内容は2022年11月現在のものです。

当社担当範囲と、活用頂いた技術

AI技術を実装した、均一で効率的な検査自動化システムに貢献する「Edge AI Kit」を活用。
これにより検査時間の短縮と、目視に頼らない均一化された検査精度を実現、製品品質が安定

■ AI検査システム開発における当社担当範囲
①製造品質向上の技術支援 ②回路設計、PCBレイアウト ③NVIDIA標準BSPのカスタム

エッジ側

・AIの判定結果を基に、PLC※によりロボット制御
・AI解析によりキズ有り部品と良品とを自動仕分け

Edge AI Kit

※製造設備を制御するコントローラ。入力機器からの信号を受け、プログラムに従って出力機器を制御する

AI検査システム(全体)

■活用頂いた技術のページはこちら
AI・エッジコンピューティング▼ 回路基板設計▼ 筐体、構造、メカの設計▼
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